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１．件 名 

   伊方発電所第１号機 制御用空気圧縮機の不調について 

 

２．事象発生の日時 

   平成２０年３月２０日１０時２２分（確認） 

 

３．事象発生の設備        

制御用空気圧縮機１Ａ 

 

４．事象発生時の運転状況 

   通常運転中（電気出力５７７ＭＷ） 

 

５．事象発生の状況 

  伊方発電所１号機（定格電気出力５６６ＭＷ）は、通常運転中のところ、 

３月２０日９時１０分、制御用空気の圧力低下を示す警報が発信し、予備の制

御用空気圧縮機１Ｂが自動起動した。このため、運転中であった制御用空気圧

縮機１Ａを現地で確認したところ、１０時２２分、制御状態に異常があること

を保修員が確認した。 

調査の結果、運転中の制御用空気圧縮機１Ａの制御回路に設置している電磁

弁に不具合のあることを確認したため、当該電磁弁を新品に取り替え、運転状

態を確認し、３月２１日９時３０分通常状態に復旧した。 

 なお、事象発生時のプラント設備への制御用空気の供給は、制御用空気圧縮

機１Ｂにより行われたため支障はなかった。 

   本事象によるプラントの運転への影響および周辺環境への放射能の影響は

なかった。                            （添付資料－１） 

 

６．事象の時系列 

      ３月２０日 

     ９時１０分  制御用空気の圧力低警報発信 

予備の制御用空気圧縮機１Ｂ自動起動 

    １０時２２分  制御用空気圧縮機１Ａの制御状態に異常があることを

保修員が確認 

    １０時２５分  制御用空気圧縮機１Ａ停止 

    １３時５３分  電磁弁取替終了 

        １４時１５分  制御用空気圧縮機１Ａ起動 

        １４時３２分    制御用空気圧縮機１Ｂ停止 

     ３月２１日 

９時３０分  通常状態に復旧 
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７．調査結果 

（１）現地調査 

   ａ．事象発生時の本体および本体まわり調査 

 制御用空気圧縮機１Ａの運転状態を確認したところ、制御用空気圧縮

機本体および配管系統に異常はなかったが、当該制御回路に設置してい

る電磁弁の排気口から、通常は連続的に放出されない空気が連続放出さ

れていることを確認した。 

 （添付資料－２，３） 

 

  ｂ．制御回路の調査 

  （ａ）圧力検出器および配管 

      制御用空気圧縮機の負荷運転、無負荷運転を制御する圧力検出器およ

び検出配管からの空気漏れ等の異常は認められなかった。 

  （ｂ）電気回路 

          外観目視および触手にて点検を行った結果、断線や接続端子部等のゆ

るみは認められなかった。また、電源電圧についても正常であった。 

 

以上の結果、制御回路に異常がなく、当該電磁弁の排気口より空気が連続

放出されていた状況から、当該電磁弁の動作不良と判断した。 

 

（２）保修状況の調査 

当該電磁弁の保守状況を調査した結果、定期検査毎に動作状況の確認を

行うとともに､２定検毎に本体取替を行っていた。また至近では、第２３回

定検（平成１８年２月～４月）で取替しており、取替後の動作状況に異常は

なかった。 

 

（３）工場調査 

  ａ．当該電磁弁の動作試験を実施した結果、異常なく動作し、排気口から空気

が連続放出する事象は再現しなかった。 

 

ｂ．分解点検を実施した結果、ホルダ脚部の上下にボディとの摺動傷がわずか

に認められた。また、ボディ挿入穴にもホルダ脚部と接触したような形跡が

あった。 

その他の電磁弁構成部品に、変形、異常摩耗および異物の付着等の異常は

認められなかった。 

              （添付資料－４） 
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８．推定原因 

当該電磁弁は約２年前の取替以降の繰り返し作動（約８０秒に１回動作）に

よってホルダ脚部にわずかな摺動傷が発生し、負荷運転への電磁弁切替時にそ

の傷がボディの挿入穴に引っかかり中間位置となったため、空気だめ、排気口

側、シリンダ吸入弁用ダイヤフラム側の３つの経路が開状態で保持された。こ

のため、吸入弁からの空気の逃げ道ができ、正常に空気を圧縮できなくなった

ことから、制御用空気の圧力低警報が発信するとともに予備機が自動起動した

ものと推定される。 

      （添付資料－３，４） 

 

 

９．対 策 

（１）当該電磁弁を新品に取り替えた。 

 

（２）当該電磁弁の取替周期を２定検毎から毎定検に変更する。 

 

（３）１，２，３号機の至近の定検において、当該電磁弁を二重化し、動作不良時

には予備側の電磁弁に手動で切替できるよう改造する。 

（添付資料－５） 

 

（４）今後とも電磁弁を予備品として常備する。 

 

以 上 
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添付資料－１ 伊方１号機 制御用空気圧縮機概略系統図 

 

添付資料－２ 負荷・無負荷運転概略図 

 

添付資料－３ 電磁弁動作不良時運転概略図 

     

添付資料－４ 電磁弁構造図 

 

添付資料－５ 電磁弁二重化後の概略系統図 
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添付資料－２
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添付資料－３

【吸込工程】 【吐出工程】

電磁弁動作不良時運転概略図
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添付資料－４

コア組立品が引き下げられ､下部オリフィス部に コア組立品が引き上げられ､上部オリフィス部

隙間ができ､空気だめからの圧縮空気が吸入弁側 に隙間ができ吸入弁側と排気口側が大気開放と

に供給される なる

下部オリフィス(拡大図)

(負荷状態)

電磁弁構造図

無励磁状態 励磁状態

ホルダ(ディスク)(拡大図)

(無負荷状態)

異常時状態

(半負荷状態)

にとどまり､上部･下部オリフィス

に隙間ができ､排気口側･吸入弁側

空気だめの３つが通状態となった

ホルダ(ディスク)が中間位置

ホルダ(ディスク)
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動作不良時の電磁弁の動作

ボディの挿入穴にホルダ脚部
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圧縮機
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冷却器

負荷・無負荷
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電磁弁（常用側） PS
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添付資料－５

手動弁
通常時／閉

電磁弁（予備側）
通常時／電源「切」

改造範囲

・ 万一、電磁弁（常用側）の動作が不良となれば、電磁弁（予備側）の電源を手動で
　「切」→「入」、　手動弁「閉」→「開」　とする。また常用側の電源と手動弁を隔離する。

・ 制御用空気圧縮機A,Bとも上記改造を行う。

電磁弁二重化後の概略系統図

除湿装置へ


